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Ⅰ 教育委員会の事務の点検・評価制度の概要 

 

１ 七尾市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

 

 七尾市教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地方教育行政法」

という。）第２６条の規定により、令和元年度中における事務の管理及び執行の状況について、

点検及び評価を行います。 

 

 (１) 点検及び評価の目的 

 点検・評価は、住民に対する行政の説明責任を果たすことによって教育行政に対する市民 

理解と信頼性の向上を図るとともに、今後重点化を図らなければならない分野を明確にする 

ことによって、市民が求める質の高い教育を提供していくことを目的としています。 

 (２) 点検及び評価の対象 

  ① 対象期間 

    令和元年度（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで） 

  ② 対象事務 

    地方教育行政法に規定されている教育委員会の権限に属する事務及び市長の権限に属する

事務のうち教育委員会事務局において補助執行している事務 

 (３) 点検及び評価の実施方法 

 令和元年５月に策定された「第２次七尾市総合計画」（令和元年度～令和１０年度）の基本

計画中、分野別計画に掲げる施策体系に沿って、「Ⅲ．次世代を担う輝く子どもたちを総ぐる

みで育むまち」及び「Ⅳ．恵まれた自然環境や輝かしい歴史・文化を守り伝えるまち」におけ

る基本的政策と施策について、施策を構成する事務事業ごとに、令和元年度中の活動状況を点

検し、これを評価する方法により実施します。 
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 点検・評価の手順は、次のとおりです。 

 

一 次 評 価 事務局担当課による評価 

↓  

学識経験者の知見の活用 教育行政評価委員会を設置し意見聴取 

↓  

最 終 評 価 外部意見を取り入れ、教育委員会における最終評価 

↓  

議会への報告書の提出・公表  

 (４) 教育に関し学識経験を有する者の知見の活用について 

 点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方々からご意見を   

いただくため、「七尾市教育行政評価委員会」を設置します。 

 委員の構成は、次のとおりです。 

  ・ 学識経験者         

  ・ 保護者の代表        

  ・ スポーツ関係団体の代表   

  ・ 社会教育関係の代表     

 

   七尾市教育行政評価委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律１６２号）   

第２６条第１項に規定する点検及び評価の実施にあたり、同法同条第２項に規定する

教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、七尾市教育行政評価委員会

（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、七尾市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の求めに応じ、

次に掲げる事項について意見を述べるものとする。 

 (1) 教育委員会の権限に属する事務の点検方法に関すること。 

 (2) 教育委員会の権限に属する事務の評価に関すること。 

 (3) その他教育委員会の点検及び評価に関し必要と認めること。 
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 （組織） 

第３条 委員会は、５人以内をもって組織し、教育に関し識見を有する者のうちから 

教育委員会が委嘱する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から教育委員会が点検及び評価の結果を公表する  

日までとする。 

２ 委員が欠けたときは、必要に応じて委員を補充するものとし、その任期は前任委員

の残任期間とする。 

 （委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選による。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、教育委員会教育長が招集する。 

２ 委員長は、必要に応じて関係職員その他委員長が必要と認める者の出席を求め、 

関係事項について説明させ、又は意見を述べさせることができる。 

３ 会議は、公開とする。ただし、委員会の決定があったときは非公開とすることが  

できる。 

 （傍聴） 

第７条 会議の傍聴に関しては、七尾市教育委員会会議傍聴規則（平成１６年七尾市 

教育委員会規則第３号）の例による。 

 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育委員会事務局教育総務課において行う。 

 （その他） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が 

委員会に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

 この告示は、平成２７年４月１日から施行する。 

 



Ⅱ　教育委員会の活動状況

１　教育委員会名簿
（令和２年３月３１日現在）

　　　　　　教育長 黒 崎　直 人　（令和元年12月21日～令和 4年12月20日、1期目）

　　　　　　教育長職務代理者 寺 岡  卓 子　（平成30年12月21日～令和 4年12月20日、3期目）

　　　　　　委員 大 森　重 宜　（平成29年12月21日～令和 3年12月20日、5期目）

　　　　　　委員 石 川  武 志　（平成28年12月21日～令和 2年12月20日、1期目）

　　　　　　委員 播 摩  正 義　（令和元年12月21日～令和 5年12月20日、2期目）

２　教育委員会会議の開催状況

期　　日 場　　所 付　　議　　案　　件　　等

平成３１年

４月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(平成31年4月22日) 七尾市図書館協議会委員の任命について

七尾市指定文化財の指定について

（報告事項）

寄附採納について（２件）

令和元年

５月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和元年5月29日) 教育財産の取得の申出について

七尾市教育奨励賞選考委員会委員の委嘱について

七尾市若林スポーツ賞選考委員会委員の委嘱について

七尾市図書館協議会委員の任命について

（報告事項）

寄附採納について（１件）

６月定例会  災害対策本部室 （議決事項・報告事項）

(令和元年6月24日) なし

７月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和元年7月26日) 七尾市いじめ問題調査委員会委員の委嘱について

（報告事項）

寄附採納について（２件）

８月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和元年8月27日) 七尾市立小学校教科用図書の採択について

９月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和元年9月27日) 七尾市教育行政評価委員会委員の委嘱について
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期　　日 場　　所 付　　議　　案　　件　　等

１０月定例会  災害対策本部室 （報告事項）

(令和元年10月28日) 寄附採納について（２件）

１１月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和元年11月26日) 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果報告

について

七尾市就学援助費支給規則の一部を改正する規則について

（報告事項）

寄附採納について（２件）

１２月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和元年12月19日) 七尾市立小中学校における指定学校の変更等に関する規則の一部を改正

する規則について

（報告事項）

寄附採納について（１件）

令和２年  災害対策本部室 （議決事項）

１月定例会 七尾市立学校職員表彰の決定について

(令和2年1月24日) 七尾市若林スポーツ賞等受章者の決定について

七尾市教育奨励賞受賞者の決定について

（報告事項）

寄附採納について（４件）

２月定例会 サンビーム日和ヶ丘 （議決事項）

(令和2年2月14日) 研修室２ 七尾市能登島伝承の館条例を廃止する条例について

第１回臨時会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和2年3月19日) 教職員の人事に関する内申について

七尾市教育委員会事務局職員の人事異動について

３月定例会  災害対策本部室 （議決事項）

(令和2年3月27日) 令和２年度七尾市教育行政の目標と基本施策について

七尾市教育委員会教育長事務委任規則の一部を改正する規則について

七尾市教育委員会事務決裁規則の一部を改正する規則について

石川県七尾美術館条例施行規則及び石川県能登島ガラス美術館条例施行
規則の一部を改正する規則について

七尾市能登国分寺展示館条例施行規則の一部を改正する規則について

七尾市中島お祭り資料館・お祭り伝承館条例施行規則の一部を改正する
規則について

七尾市明治の館（室木家住宅）条例施行規則の一部を改正する規則につ
いて

七尾市懐古館条例施行規則の一部を改正する規則について

七尾市青少年育成センターに関する規則の一部を改正する規則について

学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

七尾市教育研究所長の任命について

石川県能登島ガラス美術館館長の委嘱について

七尾市スポーツ推進審議会委員の任命について

七尾市文化財保護審議会委員の委嘱について
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期　　日 場　　所 付　　議　　案　　件　　等

七尾市若林スポーツ賞等追加受賞者の決定について（追加）

七尾市教育奨励賞追加受賞者の決定について(追加)

（報告事項）

寄附採納について（１件）

七尾市教育委員会事務局職員の人事異動について
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３　その他の主な活動

時　　期 各　種　会　議・関　係　行　事　等 開 催 場 所 及 び 参 加 者 数 等

平成３１年

　４月 市立小中学校入学式 小学校１０校、中学校４校【５名】

石川県市町教育委員会連合会理事会 金沢市役所【教育長】

定例校長会 本庁２０１会議室【５名】

令和元年

　５月 石川県市町教育委員会連合会定期総会 金沢市教育プラザ富樫【５名】

学校訪問 市内全小中学校【５名】

　６月 学校訪問 市内全小中学校【５名】

　７月 学校訪問 市内全小中学校【５名】

石川県市町教育委員会連合会理事会 金沢市役所【教育長】

　８月 石川県市町教育委員会セミナー ＫＫＲホテル金沢【５名】

　９月 学校訪問 市内小中学校９校【教育長】

１０月 石川県市町教育委員会連合会研究大会 加賀市市民会館【５名】

学校訪問 市内小中学校９校【教育長】

１１月 七尾市総合教育会議 七尾市役所【５名】

石川県市町教育委員会連合会理事会 ＫＫＲホテル金沢【教育長】

学校訪問 市内小中学校９校【教育長】

１２月

令和２年

　１月 令和２年七尾市成人式 七尾サンライフプラザ【４名】

　２月 七尾市教育活動をたたえるつどい サンビーム日和ヶ丘【５名】

　３月 市立小学校卒業証書授与式 中学校　４校【５名】

市立中学校卒業証書授与式 小学校１０校【５名】

　通年 七尾市議会定例会及び臨時会 七尾市議会議場【教育長】

その他関係方面からの会議・行事出席
依頼による参加
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Ⅲ　点検・評価の結果

１　第２次七尾市総合計画　基本計画における施策体系

（１） 安心して働ける場の創出

（２） 地域に適した企業誘致活動の展開

（３） 地域資源を活かした商工業の振興

（４） 伝統産業の振興と継承

（５） みなとのにぎわい創出

（６） まちなかのにぎわい創出

（１） 安定した農業経営の確立

（２） 生産基盤の整備と農地の保全

（３） 魅力ある水産業の創出とブランド化

（４） 農林水産業における担い手の確保

（５） 鳥獣被害対策と利用促進

（６） 豊かな森林資源の保全と活用

（７） ６次産業化の推進

（１） DMOを中心とした観光地域づくりの推進

（２） 地域の特性を活かした観光の魅力づくりの推進

（３） 広域観光と外国人観光客の誘客促進

（４） スポーツ施設などの活用や体験型旅行による交流人口の拡大

（１） 移住施策の充実強化

（２） 定住施策の充実強化

（１） 結婚への希望が持てる環境づくり

（２） 妊娠期から乳幼児期までの支援の充実

（１） 子育て支援体制の充実

（２） 保育環境・保育サービスの充実

（３） 子も親も共に育つ環境づくりの推進

（１） 子どもの健全育成

（２） 教育環境の充実

（３） 学校教育体制の充実

（１） 生涯学習の推進

（２） 生涯スポーツの振興

（１） 自然環境の保全

（２） 良好な景観形成

（３） 景観保全活動の推進

（４） 地球温暖化対策の推進

（５） 循環型社会の形成

（６） 世界農業遺産「能登の里山里海」の推進

（１） 歴史・文化遺産の保全と活用

（２） 魅力ある歴史・文化遺産の情報発信

（３） 伝統的祭り行事の振興と担い手の育成

（４） 優れた芸術・文化遺産に触れる機会の充実

（１） 生涯を通じた健康づくりの推進

（２） 医療体制の充実

（３） 医療保険制度の安定した運営

（１） 高齢者の自立と社会参加の促進

（２） 認知症施策の推進

（３） 介護支援体制の充実

（１） 障害者の自立と社会参加の促進

（２） 生活支援体制の充実

（１） 地域福祉体制の充実

（２） 生活保障の充実

（１） 災害・減災対策の充実

（２） ライフライン等の確保

（３） 災害未然防止対策の充実

（１） 消防力の充実

（２） 救急救命体制の充実

（１） 空き家対策の推進

（２） 防犯・交通安全対策の推進

（３） 消費者対策の推進

（１） うるおいある生活環境の推進

（２） 安全で安定した水道事業の継続

（３） 循環のみち下水道の整備

（１） 広域的な道路ネットワークの構築

（２） 市内道路ネットワークの構築

（３） 持続可能な公共交通ネットワークの形成

（１） 地域づくり協議会を中心とした地域コミュニティの活性化

（２） 積極的な情報公開と市民参画の推進

（３） 様々なメディアを活用した広報広聴活動の充実

（４） 人権尊重と男女共同参画の推進

２　高齢者福祉の充実

１　商工業の振興

２ 農林水産業の振興

１　交流人口の拡大

２　移住・定住の促進

１　少子化対策の充実

２　子育て環境の充実

３　子ども教育の充実

４　生涯学習・生涯スポーツ
　　の振興

１　豊かな自然環境と景観の
　　保全

２　歴史・伝統文化の継承

１　健康づくりと医療の充実

５　交通体系の充実

１　共助・協働によるまち
　　づくり

３　障害者福祉の充実

４　地域福祉・生活保障の
　　充実

１　災害対策の充実

２　消防・救急体制の充実

３　住環境の整備

４　生活環境の充実

能

登

の

未

来

を

牽

引

し

七

色

に

輝

く

市

民

活

躍

都

市

な

な

お

Ⅰ．地域の宝を活か
した市民がいきいき
と働けるまち

Ⅱ．住む人、訪れる
人の流れをつくり人
が集うまち

Ⅳ．恵まれた自然環
境や輝かしい歴史・
文化を守り伝えるま
ち

Ⅵ．安全で快適に暮
らせる生活環境が
整ったまち

Ⅲ．次世代を担う輝
く子どもたちを総ぐ
るみで育むまち

Ⅴ．福祉・保健・医
療がいきとどき安心
していきいきと暮ら
せるまち

Ⅶ．支え合いのネット
ワークがはりめぐらさ
れたまち
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２ 事務事業の点検・評価の概要 

１子ども教育の充実 （１）子どもの健全育成  

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①七尾の豊かな自然と歴史・文化を愛し、国際性豊かな 

子ども教育の推進 

 

  

ふるさと伝統芸能継承 

  地域と連携した伝統芸能の継承 

   地域の方を講師として、各校で校区内の伝統芸能継承の取組を実施 

   校内での学習発表会や地域の文化祭等で発表 

地域に伝わる芸能や文化

について、地域と連携し

た取組が推進されてい

る。 

  

劇団四季「こころの劇場」 

令和元年１０月２５日（七尾サンライフプラザ） 

小学６年生対象 

観劇をとおして、子供た

ちに命の大切さや思いや

る心など生きる力を育ん

でいる。 

  

ジュニアウイングス・イン・アメリカ 

市内中学生のアメリカ姉妹都市への派遣交流（８月） 

カリフォルニア州モントレー市  生徒２名 

青少年の国際意識向上を

図るための支援ができて

いる。 

  

ジュニアウイングス・イン・ジャパン 

モントレー市からの訪問受入れ交流（１０月） 

（教諭３名、中学生１０名） 

青少年の国際意識向上を

図るための支援ができて

いる 

  

日本の遊び文化教室・放課後子ども教室出前講座 

伝承遊びや物づくり体験を通じた子どもの健全育成 

事業主体：石川県生涯学習インストラクターの会 

貴重なボランティア指導

者により、事業の目的が

達成されている。 

  

②家庭・地域・学校が一体となった子ども教育の推進  

  

立志の日記念事業 

立志を祝い先人の経験等による自立の促進 

市内４中学校で講演会を実施（５０９名参加） 

将来への思いを持つと同

時に、生徒の自立意識が

育まれている。 

  

社会教育指導員の設置 

心の教育及び青少年家庭教育の推進など 

非常勤 １名（週３日） 

知識と経験による各種 

事業の着実な推進が図ら

れている。 
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青少年リーダーの育成 

リーダークラブの育成及び丸亀市等の青少年団体との交流 

事業主体：七尾市少年団体連絡協議会 

他団体の交流や体験活動

を通じた育成活動が実施

できている。 

  

わく・ワーク体験（キャリア教育） 

中学２年生による市内企業等における職場体験 

生徒が希望する地元企業

の協力もあり、職業観が

育まれている。 

  

「学校・家庭・地域連携協力推進事業」（土曜日の教育活動）の実施 

市内全小中学校 年間３回程度の土曜授業を実施 

授業日の振替で実施可能

なため、次年度は実施し

ない方向。 

  

七尾市ＰＴＡ連合会の運営支援 

保護者活動の支援による児童生徒の健全育成、教育行政への参画 

市ＰＴＡ連合会と連携

し、児童生徒の健全育成

が図られている。 

  

｢伸ばせ！七尾っ子プロジェクト｣  

のばプロ子育て座談会実施  １回 

（令和元年１０月１０日）   

市Ｐ連を中心に小中学校

の教員と保護者が「子育

て座談会」を実施。活発

な意見交換がされてい

る。 

  

③知力・体力を高め、健康で生き生きとした生活を送れる 

子ども教育の推進 
 

  

学校医の配置 

学校保健安全法第２３条の規定による学校医の配置 

区  分 小学校 中学校 

内科医（定期健康診断、就学時検診） １３名 ６名 

耳鼻科医 ２名 ３名 

眼科医 ４名 ４名 

歯科医 １０名 ６名 

薬剤師（飲料水､プール､給食室､冬期空気検査） １０名 ４名 
 

法令の趣旨に沿った配置

により、学校保健の的確

な対応がされている。 

  

児童生徒の定期健康診断等 

学校保健安全法第１１条の規定による就学児健康診断等の実施 

学校保健安全法第１３条の規定による児童生徒健康診断等の実施 

尿検査など 

法令の趣旨に沿って適正

に実施されている。 
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児童生徒心臓検診 

学校保健安全法第１３条の規定による児童生徒心臓検診の実施 

小学１年生（３４５人）、中学１年生（３９７人） 

法令の趣旨に沿って適正

に実施されている。 

  

学校検診器具の維持管理 

児童生徒用健康診断検診器具の滅菌処理 

適正に実施されている。 

  

日本スポーツ振興センター災害給付 

掛金負担 小中学校児童生徒 ３，４８１名分 ３，２４０，２４５円 

給付実績 医療費給付      ２８３件  ２，４２１，３２６円 

学校活動に関連した傷病

に対し、適正に運営され

ている。 

  

七尾市学校保健会の運営参画 

学校における保健管理の徹底による教育活動の円滑化 

事業主体：能登中部保健福祉センター 

学校と医療、関係機関と

の連携が図られている。 

  

｢学校保健要覧｣の作成 

学校保健に関する統計情報を活用した保健活動の充実 

作成部数 １２０部 

学校保健に関する情報の

整理が適正に行われて 

いる。 

  

教育環境の測定と適正化 

教育環境の適正化 

空気濃度測定検査、水質検査 

環境測定が適正に行われ

ている。 

  

学校給食施設設備の維持管理 

単独調理方式（３校：朝日小、中島小、七尾東部中） 

共同調理方式（１１校４箇所：田鶴浜、能登香島、山王、小丸山） 

栄養管理、衛生管理とも

に適正に行われている。 

単独調理方式から共同調

理方式への移行を進め

る。 

  

七尾市学校給食会の運営 

安全安心な給食物資の安定供給、調理員研修会の開催など 

安全な給食物資の安定 

供給が図られている。 

  

学校給食の栄養管理 

栄養教諭・学校栄養職員の配置（５人） 

献立作成会議における統一献立の検討（学校給食会） 

栄養職員の連携により、

適正な栄養管理が行われ

ている。 

  

学校における食育の推進 

給食や活動を通じた食育の推進 

学校ごとに特色のある食に関する指導の実践 

｢七尾市食育推進計画｣の推進（参画） 

地産地消や食事作法な

ど、食に関する様々な 

取組みが行われている。 
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学校における地産地消の推進 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

石川県野菜の使用率 ２５．６％ ２２．９％ ２６．１％ 

算出根拠 品目割合 品目割合 品目割合 
 

文部科学省の算出基準で

地産地消を推進し、引き

続き取組む。 

  

学校給食費の適正収納 

給食費の収入状況（各年度３月末現在） 

区 分 平成 30 年度 令和元年度 

納めるべき給食費の額 209,038,652 円 210,484,848 円 

納付された額 208,740,943 円 210,267,521 円 

差引未納額 
29 件 

297,709 円 

7 件 

217,327 円 
 

未納分については、保護

者への周知や納入依頼、

就学援助費支給制度を利

用し、回収に努めている。 

  

小学校体育行事の開催 

実施団体：七尾市学校体育研究会 

事 業 名 対象学年 期 日 

水泳記録会 小５・６ ７月２４日 

連合運動会 小６ ９月２５日 

器械運動交歓会 小３ １０月 ２日 

サッカー交歓会 小５ １０月 ９日 
 

児童が運動を通して切磋

琢磨し、交流による健全

な成長が促されている。 

  

中学校体育行事の開催 

実施団体：七尾市中学校体育連盟 

事 業 名 期 日 

七尾鹿島中学校陸上競技大会    ５月２２日 

七尾鹿島中学校体育大会  ４月２１日～６月３０日 

七尾鹿島中学校新人体育大会 ９月１４日～１５日 
 

生徒が運動を通して切磋

琢磨し、交流による健全

な成長が促されている。 

  

七尾市若林スポーツ賞及び七尾市若林スポーツ奨励賞 

小中学生のスポーツ活動奨励のための顕彰 

令和２年２月１４日（教育活動をたたえるつどい） 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

若林 

スポーツ賞 

団体の部 １１団体 ８団体 １０団体 

個人の部 ７人 ８人 １２人 

若林スポーツ奨励賞 ８６人 ６４人 １２８人 
 

優れた成績に対する顕彰

を行うことにより、更な

る少年スポーツの振興が

図られている。 
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七尾市教育奨励賞 

小中学生の学習活動奨励のために優れた研究、創作等に対する顕彰 

令和２年２月１４日（教育活動をたたえるつどい） 

区 分 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

団体の部 ３団体 ４団体 １団体 ２団体 

個人の部 ３１人 ２９人 ２９人 ２６人 
 

児童、生徒の研究・創作

に対する活動が期待さ

れ、引き続き学習の意識

づけを図る。 

  

合同音楽会の開催 

小学４年生 令和元年１１月 ８日（七尾サンライフプラザ） 

中学校の合同音楽会は、今年度より廃止 

児童が音楽に親しみ、一

体感が促されている。 

  

各種大会への参加支援 

・能登地区中学校体育大会、石川県中学校体育大会、石川県吹奏楽コンクール 

・北信越大会 

参加校 競   技 

七尾中学校 陸上、バスケットボール、卓球、バドミントン、 

バレーボール、ソフトテニス、駅伝、吹奏楽 

七尾東部中学校 体操、陸上 

中島中学校 バスケットボール 

・全国大会 

参加校 競   技 

七尾中学校 陸上、卓球、駅伝 

 

   中学校部活動大会参加補助金    ５，２４８千円 

    （補助金交付件数 ４７件） 

中学生 

中体連 

又は 

中文連関係 

全能登大会 

県大会 

北信越大会等 

全国大会 

補助率 1/2 

    （対象経費） 交通費、宿泊費、大会参加費等 

    （対象者）  選手、監督、コーチ等として登録された者 

様々な分野で少年スポー

ツの振興が図られてい

る。 
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１子ども教育の充実 （２）教育環境の充実 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①教育環境の整備  

  

※児童生徒数の推移（各年５月１日現在 学校基本調査） 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

小学校の児童数 ２，４２３人 ２，３１４人 ２，２５１人 

中学校の生徒数 １，２６５人 １，２８６人 １，２３９人 
 

 

  

学校配当予算 

学校長裁量による学校運営経費の執行 

小学校（１０校） ３３，６５６千円  

中学校（４校） １９，５６２千円  
 

各校において、適正に執行

されている。 

  

 小中学校への空調設備（エアコン）の設置 

   小学校 １０校  

 中学校  ２校（七尾中学校、七尾東部中学校） 

設置箇所：普通教室、図書室、ランチルーム 

   ※能登香島中学校、中島中学校は整備済み 

令和２年度から使用。 

夏場の学習環境の改善を

図る。 

  

小中学校施設の維持管理 

小丸山小学校プールサイドトイレ給水管漏水配管工事 

山王小学校カーテンウォール硝子修繕工事 

天神山小学校体育館照明修繕工事 

東湊小学校排水ピット用ポンプ取替工事 

東湊小学校電話設備設置工事 

石崎小学校棟瓦積み直し工事 

和倉小学校プール塗装改修工事 

和倉小学校区分開閉器避雷器取替工事 

田鶴浜小学校プールろ過配管修繕工事 

田鶴浜小学校体育館照明修繕工事 

中島小学校プール漏水修繕工事 

中島小学校特別支援学級教室エアコン改修工事 

能登島小学校黒板修繕工事 

七尾中学校階段手摺増設工事 

七尾東部中学校屋上雨漏り補修工事 

 

緊急度を踏まえた修繕を

実施し、施設管理の適正化

に努めている。 
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学校図書館図書の整備充実 

小学校図書館図書の状況 

区 分 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 

蔵書冊数（全校） ８２，１３２冊 ７９，８７９冊 ８０，９９１冊 

文部科学省基準達成校数 ５/１２校 ６/１０校 ７/１０校 

未達成校の平均達成率 ９０．３％ ９５．０％ ９２．２％ 

 

中学校図書館図書の状況 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

蔵書冊数（全校） ３１，９６６冊 ３３，０１８冊 ３３，８０９冊 

文部科学省基準達成校数 ０/４校 ０/４校 １/４校 

未達成校の平均達成率 
７９．０％ 

(８９．８％) 

８４．２％ 

(９２．３％) 

７７．８％ 

(９３．６％) 

（ ）は中島コミュニティセンター図書室蔵書数を中島中学校図書館 

蔵書数に含め達成率１００％とみなした場合 

学校図書館図書標準数に

満たない学校への重点的

な予算配分など市内全て

の小中学校が図書標準数

を達成するよう目指して

いく。 

 

 

標準冊数は、学級数により

変動するため、達成割合も

年度によって変動する。 

  

学校図書館司書の配置 

司書教諭、図書館担当教諭及び図書館と連携した図書館運営 

学校図書館司書（小・中学校） 専任１０名、兼任２名 計１２名 

児童生徒への適正な指導

により、読書の定着が図ら

れてきている。 

  

理科教育等備品の整備 

理科教育用教材等の計画的な整備 

   東湊小学校、田鶴浜小学校、中島中学校 

計画的な設備備品の導入

や更新をしている。 

  

エネルギー教育備品の整備 

  エネルギー教育用教材等の計画的な整備 

  小学校 全１０校 

エネルギーの保存及び資

源の有効活用に係る学習

用備品を導入している。 

  

学校ＩＣＴ環境の構築 

小中学校児童生徒用パソコンの維持管理 

教育用フィルタリングソフトによるネットワークの監視 

校務用パソコンの維持管理 

学校で情報教育の推進が

図られており、情報機器も

適切に管理されている。 
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②就学機会の公平性の確保  

  

スクールバスの運行 

区分 学校名 路線数 運行方式等 

小学校 

朝日 ３路線 運行委託（やまびこ号含む） 

東湊 ４路線  運行委託 

田鶴浜 ４路線 全部委託 

中島 ５路線 運行委託 

能登島 ４路線 全部委託 

中学校 
七尾東部 ６路線 運行委託 

能登香島 ６路線 全部委託 
 

スクールバスの運行によ

り、児童生徒の通学にかか

る負担が軽減されている。 

 

 

 

 

 

 

  

遠距離通学児童生徒への支援 

区分 学校名 対象者数 助成内容 

小学校 小丸山   ５１人 路線バス 

中学校 

七尾  １６１人 路線バス、鉄道、自転車 

七尾東部   １２人 自転車 

中島   ３８人 
委託バス、コミュニティバ

ス、自転車、鉄道 

計  ２６２人  
 

児童生徒の通学にかかる

負担と、保護者の経済負担

が軽減されている。 

  

 遠距離通学児童生徒への支援（冬季分） 

区分 学校名 対象生徒数 助成内容 

中学校 
七尾  ４９人 路線バス、鉄道 

中島   ７人 コミュニティバス 

計   ５６人  
 

 

  

要保護及び準要保護児童生徒への就学援助 

申請に基づく学用品費、新入学費、校外活動費、修学旅行費の支給 

認定児童生徒数 

区 分 平成 29 年度 平成 29 年度 令和元年度 

小学校 
要保護 ０人 ０人 ０人 

準要保護 ２３９人 ２１９人 ２１３人 

中学校 
要保護 ０人 ０人 1 人 

準要保護 １３５人 １２９人 １２６人 

計 ３４７人 ３４８人 ３４０人 
 

保護者への周知により、児

童生徒に対する適正な就

学支援が行われている。 
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特別支援学級の運営 

学校教育法第８１条の規定に基づく設置 

種別（自閉症・情緒障害､知的障害、肢体不自由） 

小学校  ２３学級 

中学校   ８学級 

法令の趣旨に沿って、適正

な設置運営が行われてい

る。 

  

特別支援教育児童生徒への就学奨励 

学校給食費、修学旅行費、校外活動費、学用品購入費、新入学学用品費

（１学年のみ）の支給 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

小学校  ３６人 ４０人 ４９人 

中学校  ８人 ９人 １１人 

計 ４４人 ４９人 ６０人 
 

法令の趣旨に沿って、適正

な就学支援が行われてい

る。 

  

特別支援教育支援員の配置 

支援が必要な児童生徒に対し、日常生活動作の介助、学習活動上のサポ

ートを行うための支援員の配置 

区 分 
平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 

小学校 １１校 １７人 １０校 ２２人 １０校 ２２人 

中学校 ３校 ５人 ３校 ５人 ４校 ５人 
 

対象児童生徒に対応した

適正人数の配置により、概

ね円滑な学校運営が行わ

れている。 

 

  

七尾市奨学金の支給 

高等学校入学時の一時金 ５万円を上限として予算の範囲内 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

奨学金支給者数 ２９人 ３２人 ２２人 

出身中学校長の推薦及び奨学金支給審査委員会の審査による 

審査会の決定を通じて、適

正に支給されている。 

  

保護者の申入れに対応した就学機会の確保 

指定学校の変更及び区域外就学の状況 

区 分 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 

小学校 

指定校変更 ３０６人 ３１４人 ２６０人 

区域外就学 ２１人 １９人 ２６人 

計 ３２７人 ３３３人 ２８６人 

中学校 

指定校変更 ７５人 ７１人 ７２人 

区域外就学 ２７人 ３２人 ２５人 

計 １０２人 １０３人 ９７人 
 

国の指針に沿って、保護者

の意向を反映した就学機

会の確保に努めている。 
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幼稚園就園奨励費 ≪国≫ 

幼稚園保育料（月１８,０００円～２０,０００円）に対する軽減措置 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

支給対象園児数 １人 ０人 ０人 

支給金額 ７千円 ０千円 ０千円 
 

２７年度から認定こども

園となったため、七尾市に

住所を有し、市外の幼稚園

に就園する者のみ対象。 

  

③児童生徒の安全対策といじめや不登校対策の推進  

  

  七尾市通学路安全プログラムの推進 

平成２７年度に策定された「七尾市通学路交通安全プログラム」に防

犯、防災の観点を加え、「七尾市通学路安全プログラム」と名称を変

更し、全面改訂 

・関係者による合同点検の実施 ３５箇所 

・七尾市通学路安全推進会議 

・注意喚起看板の設置 

  危険個所数６箇所（立看板８枚、電柱巻看板 ４枚） 

防犯、防災の観点も追加

し、通学路の安心・安全の

確保に努めている。 

  

  スクールバスへのドライブレコーダーの設置 

   市保有のスクールバス１６台にドライブレコーダーを設置 

 

児童生徒の安全安心を目

的とし、市保有のスクール

バスに設置した。 

スクールバス運行業務委

託事業者保有のスクール

バスは事業者が設置して

いる。 

  

※不登校児童生徒の状況（年間３０日を超える欠席者） 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

小学校 
児童数 ８人 １２人 １２人 

全児童数割合 ０．３３％ ０．５２％ ０．５３％ 

中学校 
生徒数 ３６人 ４７人 ５１人 

全生徒数割合 ２．８５％ ３．６５％ ４．１２％ 
 

児童生徒の居場所づくり、

絆づくりを一層推進し、新

規不登校の発生を抑制し、

不登校生の減少に努める。 

  

スクールカウンセラー・心の教室相談員の配置 

スクールカウンセラー ４名 

（中学校４校、小学校１０校） 

 

  

親と子のなんでも電話相談室「オアシスライン」の開設と周知 

１３時～１６時（月～金） 相談員 ５名（交替制） 

青少年等延べ利用件数 ３５３件 

設置機関：七尾市青少年育成センター 

電話相談による青少年の

悩み等に対する早期対策

が行われている。 
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いじめ撲滅ＰＴＡ実践活動 

委託先 七尾市ＰＴＡ連合会 

校区別教育フォーラムの開催など 

中学校区ごとに、実情に応

じた取組みが行われてい

る。 

  

人間関係エクササイズ 

   人間関係を構築することが苦手な生徒への支援  各中学校年１回 

中 1 ギャップの解消、人間

関係の構築に有効である。 

  

教育支援センター「わかたけ」の運営 

区 分 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 

年間延べ相談回数 ４３８回 ７５８回 ６６９回 

年度末入所児童生徒数 １３人 １８人 ２０人 
 

不登校児童生徒の学校へ

の復帰や、進学に重要な役

割を担っている。 

 

  

いじめ問題対策連絡協議会の設置と運営 

いじめの防止等に関係する機関及び団体との連携 

外部の専門的意見をいた

だき、関係諸団体との連携

が図られている。 

  

七尾市いじめ問題調査委員会 

  ２件の事案に対する調査委員会を開催 

いじめ防止対策推進法に

基づき設置。 

重大事態に係る事実関係

の調査などを行った。 
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１子ども教育の充実 （３）学校教育体制の充実 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①発達段階に応じた基礎学力の定着  

  

全国学力・学習状況調査等の実施 

全国学力・学習状況調査（平成３１年４月１８日実施） ≪国≫ 

石川県基礎学力調査  （平成３１年４月１７日実施） ≪県≫ 

七尾市学力到達度調査 （令和 ２年１月１０日小学校実施）≪市≫ 

 
生活 
調査 

国語 
算数 

(数学) 
理科 社会 英語 

小３ ― △ △ ― ―  

小４ □ □△ □△ ― ―  

小５ ― △ △ ― ―  

小６ ○ ○△ ○△ □ □  

中１ ― ― ― ― ― ― 

中２ ― ― ― ― ― ― 

中３ ○ ○ ○ □ □ ○ 

（ ○＝国調査、□＝県調査、△＝市調査 ） 

全国調査、県調査のうち、市平均が県平均を上回った教科（調査科目） 

小４ 国語，算数（２/２） 

小６ 国語，算数，理科（３/４） 

中３ 国語，数学，社会（３/５） 

 

数値目標 
基準値 

（平成 29 年度） 
令和元年度 

目標値 

（令和 10 年度） 
基礎学力調査等で

市平均が県平均を

上回る教科数 

１４教科 

（１５教科中） 

８教科 

（１１教科中） 

１１教科 

（１１教科中） 

 

  七尾市小中高連携事業における英語力調査【ＧＴＥＣ】 

（令和元年１２月１３日実施） 

学習内容の確実な定着に向

け、学力調査結果の分析と

指導法の改善が進められて

いる。 

  

学力向上推進会議の開催 

開催回数 ２回 

学力向上に向けた組織的な取組みの推進 

学力向上に向けた、全市的

な周知と徹底が図られてい

る。 
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②次代の要請に応じた特色のある教育の推進  

  

英語指導助手（ＡＬＴ）の小中学校全校配置 

中学校の英語科、小学校の外国語活動における活用 

ＪＥＴプログラム ７名 （出身国 アメリカ） 

 

児童生徒が生きた英語に触

れる機会の拡大が行われ

た。全４中学校に加え、小

学校３校（小丸山、朝日、

田鶴浜）に専任ＡＬＴ３名

配置 

英語教育強化拠点地域事業（H２９～Ｈ３１年度 県指定）の実施 

新学習指導要領に基づく言語活動の充実を中心とした授業研究・学校体

制づくり 

小丸山小学校、田鶴浜小学校 (公開 10/4)、七尾中学校 (公開 11/12) 

必要感のある言語活動を設

定し、児童生徒の表現力向

上が見られた。 

  

③指導体制の確立と開かれた学校づくり  

  

学校指導訪問の実施 

学校訪問 延べ３７回（令和元年５月２３日～令和２年２月１０日） 

各学校へ原則年３回の訪問

により、学校運営、学習指

導の早期改善が行われてい

る。 

  

校長研修会・教頭研修会の運営 

教育委員会、中能登教育事務所からの指示伝達、連絡調整、独自研修等 

開催回数 各々月１回 

全市的な取組みの浸透と一

定の教育水準確保が図られ

ている。 

  

 教職員多忙化改善の推進 

   スクール・サポート・スタッフ ４名 

   （小丸山小学校１名 天神山小学校１名 七尾中学校１名  

 七尾東部中学校１名） 

   部活動指導員         ５名 

   （七尾中学校１名 七尾東部中学校２名 能登香島中学校１名 

中島中学校１名） 

教職員の多忙化改善に効果

が見られる。 

  

学校組織力向上研修会等の実施 

対象：校長、教頭、教務主任、研究主任、進路指導主事、生徒指導主事等 

４月９日 年度の方針及び確認事項 
 

年度当初に市内全学校の中

核をなす教員が一堂に会

し、市の取組方針を共通理

解することは有意義であ

る。 
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七尾市立学校職員表彰 

教職員の意欲向上と学校の活性化による学校教育の振興 

被表彰者 ５名（小学校３名・中学校２名、男２名・女３名） 

令和２年２月１４日（教育活動をたたえるつどい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員の意識と資質の向上

が期待できる。 

  

指定研究による指導力の向上 ≪国・県≫ 

英語教育強化拠点地域事業 

（H２９～Ｈ３１年度 県指定） 

小丸山小学校 (公開 10/4) 

田鶴浜小学校 (公開 10/4) 

七尾中学校  (公開 11/12) 

つながる食育推進事業 

（Ｈ３１年度 国指定） 
七尾東部中学校 

 

指定研究により、学校ぐる

みで指導力の向上が図られ

ている。 

  

市学力向上推進事業 ≪市≫ 

天神山小学校、朝日小学校、東湊小学校，能登島小学校 

県の学力向上サポート事業

と連携し、学力の改善・定

着が図られた。 

  

学校教職員成人病等検査 

定期健康診断、心電図検査、血液検査、胃部Ｘ線検査 

受診者数 １８６人 

法令の趣旨に沿って適正に

行われている。 

  

七尾市教育研究所の運営 

所長１名、相談員４名、学習指導法開発指導員１名の配置 

市内小中学校の学習環境活

性化や資料作成収集、教育

相談に効果を上げている。 

  

学校評議員の設置 

地域社会の支援と協力による開かれた学校づくり 

評議員数 ５２人（小学校 ３２人、中学校 ２０人） 

地域の人材の活用により、

適切な指導助言が得られて

いる。 

  

学校関係冊子の作成 

｢学校運営概要｣（市立小中学校の運営方針等） ２０部 

学校運営に対する意識 付

けがされている。 
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２生涯学習・生涯スポーツの振興 （１）生涯学習の推進 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①生涯学習活動の推進  

  

生涯学習施設の管理運営 

年間延べ利用者数 

施 設 名 平成 30 年度 令和元年度 

ふれあいセンター山びこ荘 ５，４０７人 ４，２７２人 

能登島生涯学習総合センター １９，８８６人 １７，５４４人 

能登島伝承の館 １，０６７人 １，０４５人 
 

生涯学習の拠点として多く

の市民利用が図られてお

り、引き続き安全で親しみ

やすい施設運営を進める。 

  

市民大学講座の開催 

開催場所：矢田郷地区コミュニティセンター等 

年 度 平成 30 年度 令和元年度 

年間延べ開催回数 １３０回 ３６回 

年間延べ参加者数 １，２５４人 ３９２人 
 

開催回数や参加人数は減っ

ているが、市民ニーズに応

じた学習機会を提供するこ

とができている。 

  

生涯学習グループ講座の開催 

開催場所：矢田郷地区コミュニティセンター等 

年 度 平成 30 年度 令和元年度 

年間開催講座数 ４９４講座 ４６５講座 

年間延べ参加者数 ５，４０４人 ４，９２８人 
 

自発的に生涯学習に取り組

む団体を支援することがで

きており、引き続き事業実

施を要する。 

 

  

社会教育委員の設置 

社会教育法に基づく委員の設置 

委員 １０人、年間会議開催回数 ３回 

教育委員会への提言を行う

など家庭教育の向上に向け

活発に活動している。 
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七尾市成人式の開催 

令和２年１月１２日（七尾市文化ホール大ホール） 

新成人対象者数５３３名のうち４２８名参加 

実施主体：七尾市成人式実行委員会            

実行委員会による成人式の様子 

新成人みずから企画立案す

る参加型の成人式として定

着している。 

  

社会教育団体の運営支援 

七尾市女性団体協議会 市内４地区女性会 

七尾市少年団体連絡協議会 七尾市子ども大会（市内７団体） 

七尾市子ども会連合会 １３地区（１，４３２人） 
 

地域や年代、立場等に応じ

た社会教育活動を進めるた

め、引き続き支援を要する。 
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②図書館機能の充実  

  

図書館の管理運営 

蔵書の状況 

図書館・図書室名 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 

市立図書館 227,661 冊 224,565 冊 177,507 冊 

矢田郷地区コミュニ

ティセンター図書室 
27,007 冊 27,003 冊 23,866 冊 

田鶴浜地区コミュニ

ティセンター図書室 
22,807 冊 20,506 冊 20,936 冊 

中島地区コミュニテ

ィセンター図書室 
39,999 冊 39,805 冊 39,035 冊 

※視聴覚資料及び雑誌は含まない 

 

図書貸出利用の状況 

図書館・図書室名 平成 29年度 平成 30 年度 令和元年度 

市立図書館 203,515 冊 197,009 冊 187,259 冊 

 うち移動図書館

車 

66,872 冊 65,850 冊 62,068 冊 

矢田郷地区コミュニ

ティセンター図書室 
11,939 冊 52,704 冊 47,480 冊 

田鶴浜地区コミュニ

ティセンター図書室 
41,884 冊 10,062 冊 20,222 冊 

中島地区コミュニテ

ィセンター図書室 
38,638 冊 31,978 冊 26,705 冊 

 ※蔵書整理休館 …市立図書館(R2 年 2 月 2 日～8日） 

資料整理室(R1 年 8月 6日～9日) 

矢田郷コミセン(R2 年 1月 14 日～18 日) 

田鶴浜コミセン(R2 年 1月 20 日～24 日) 

中島コミセン(R2 年 1月 27 日～31 日) 

  

視聴覚資料貸出利用の状況 

図書館・図書室名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

市立図書館 9,105 点 7,587 点 7,592 点 

矢田郷地区コミュニ

ティセンター図書室 
1,612 点 7,131 点 5,889 点 

田鶴浜地区コミュニ

ティセンター図書室 
3,059 点 897 点 1,506 点 

中島地区コミュニテ

ィセンター図書室 
2,916 点 2,376 点 1,676 点 

※個人貸出と団体貸出の合計 

 

 

 

図書館では市民ニーズに沿

った資料収集を行い、図書

室においては、地域の特性

を活かした資料収集を行っ

た。また、図書館、資料整

理室及び図書室の除籍作業

も進めており、今後も連携

を図りながら蔵書構成に努

める必要がある。 

 

企画展示や新規行事も積極

的に行い、親しみやすく利

用しやすい環境づくりに努

めた。 
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コミュニティセンター図書室の管理運営 

田鶴浜地区コミュニティセンター図書室…田鶴浜地区地域づくり協議会 

                   （平成３０年１１月１日～）  

矢田郷地区コミュニティセンター図書室…市立図書館 

中島地区コミュニティセンター図書室…中島地域づくり協議会 

（平成３１年４月１日～） 

公共施設等総合管理計画に

基づき、図書館施設の有効

活用と管理運営の効率化を

図っこたことで、地域の利

点を活かした図書室として

活用されている。 

  

図書館協議会の運営 

図書館法第１４条の規定による助言及び提言 

委員数 9 人（男 4人、女 5人）、年間会議開催回数 3 回 

 

運営に対する指導、助言及

び提言がされた。 

  

自動貸出機の導入 

7 月 1 日に自動貸出機４台、セキュリティゲートを出入口３カ所に設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動貸出機操作風景 

市民の利便性の向上を図

り、より利用しやすい図書

館づくりに努めた。 

  

利用者の利便性の向上 

ホームページによる蔵書検索、図書の予約など市内 1館、3 室で利用で

きる貸出、返却、リクエスト、予約サービスを実施 

蔵書していない図書資料を北陸三県及び愛知、岐阜県の図書館から相互

貸借サービスにより取り寄せて提供 

利用者の課題の解決を支援するための相談（レファレンス）を実施 

図書館、図書室及び移動図

書館と連携し、予約、相談

等の支援・資料提供ができ

ている。 

 

  

高齢者、視覚障がい者サービス 

利用者の依頼に応じて全国の図書館から点字、録音図書の取り寄せサー

ビスの提供 

本の活字を大きくした大活字本の設置 

拡大読書機サービス（本の活字を拡大する機器） 

高齢者向けのシニアコーナーの設置 

高齢者、障がい者の利用促

進を図るサービスの提供に

努めた。 
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 図書館入館者３００万人達成 

   平成１８年７月開館 

平成２２年７月に１００万人 

平成２６年１０月に２００万人 

令和２年１月に３００万人達成 

 

駅前の複合施設の利点を活

かし、身近な図書館として

市民サービスに努めた。 

  

移動図書館「本はともだち号」 

資料整理室（旧北嶺中）を拠点として運営 

近くに図書館がない地域のコミュニティセンター、学校などを対象に団

体貸出、配本、本のリクエストなどのサービスを実施 

 

 

移動図書館車を活用してコ

ミュニティセンターや放課

後児童クラブなどの各種団

体への貸出を行い、図書館

の利用促進と子どもの読書

活動の推進を図った。 

  

杉森久英記念文庫 

平成 9 年 10 月以降に故杉森久英氏遺族から寄贈された、図書資料 

10,487 冊、雑誌 3,393 冊、遺品 227 点などを旧有隣保育園内で管理 

 

杉森久英記念文庫を使って

月に 1 回研究会を開催、ま

た市内外の研究者は調査等

研究資料として活用した。 

  

図書館友の会、読書会、ボランティアグループの活動支援 

図書館友の会会員数：１３７人（令和 2年 3月現在） 

活動内容：本を読む仲間のつどい等開催。図書館行事への協力 

団体数：読書会 6、ボランティアグループ 8 

文化活動やボランティア活

動をとおして地域文化の振

興と会員相互の親睦を図っ

た。 

  

図書館まつりの開催 

実施日：令和元年７月７日 

内 容：本のバザール、お話し会、手づくりとあそび、むかしかるたと

り、紙芝居劇場、子どもスタンプラリーなど 

参加者：1,311 人 

ミナ .クル祭に合わせ図書

館と図書館友の会が共催

し、図書館の利用促進に努

めた。 

  

子どもの読書活動推進委員会 

｢第三次七尾市子どもの読書活動推進計画｣の推進 

（計画期間：平成 28 年度～32 年度） 

委員数 10 人（男 2 人 女 8 人）、年間会議開催回数 2回 

計画的に遂行されているか

積極的に意見や助言の発言

があり、活発に活動してい

る。 
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学校図書館への支援 

小中学校の図書の貸出（移動図書館車による児童、生徒への個人貸出や

学級文庫、リクエスト貸出など） 

学校図書館司書研修の支援 

市立図書館司書との合同研修会の開催 

実施日：令和元年 12 月 6 日 

テーマ：「学校図書館資料の基本を学ぶ」 

講 師：元北陸学院短期大学教授  高島 涼子 氏 

 

学校図書館の支援や連携に

努めた。 

  

ブックスタート事業 

対 象：３～４ヵ月児とその保護者（250 組） 

実施日：毎月１回健診時（３月は新型コロナ感染症予防対策のため延期） 

内 容：絵本２冊、おすすめ絵本リスト、図書館利用案内等の配布、 

読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ 

場 所：パトリア３階健康推進課健康づくりルーム 

赤ちゃんと保護者が絵本を

介して心ふれあうひととき

を持つ機会づくりに取組ん

だ。 

 

  

ブックリスト事業 

対 象：１歳６ヵ月児とその保護者（286 組） 

実施日：毎月１回健診時 

内 容：図書館職員が選書したブックリストの配布と職員による絵本 

の読み聞かせ 

場 所：パトリア３階健康推進課健康づくりルーム 

「おすすめ図書」のリスト

を配布し、子どもの成長に

あった絵本と出会う機会づ

くりに取組んだ。 

  

読書の普及とおはなし会等の開催 

図書館招待、定例おはなし会（乳幼児向け、幼児から小学生向け）、 

うちどくノート配布（小学生対象）、読書通帳配布（中学生対象） 

読書スタンプカード、郷土探検隊、「おもしろすいぞくかん」など 

 

 

 

 

 

おもしろすいぞくかんの風景 

各種行事に取組み、幼少期

からの読書が定着するよう

努めた。 

  

おはなしボランティア交流会の開催 

実施日：令和 2 年 2月 29 日 

テーマ：「お話しを子どもたちに」 

講 師：小松おはなしの会代表 中野 浩子 氏 

    中島保育園園長  川本 博子 氏 

    田鶴浜保育園園長 端山 治枝 氏 

    石崎保育園副園長 永江 亜紀 氏 

お話しの進め方や技術を学

ぶと共に、会員相互の交流

を図った。 
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「七尾市夏休み読書月間」（8月 1日～31日）における啓発 

   図書館が選定したおすすめ本及び各図書館でのイベントを掲載したチ

ラシを保育園、認定こども園及び小中学校に配布 

 

 

 

  

家読（うちどく）の推進 

毎月２３日を「ななお家読（うちどく）の日」として推進 

 

  

学校、保護者との連携を通

して、子どもたちの家庭読

書、家族読書の普及、推進

に努めた。 

  

絵本コーナーの充実と利用促進 

   10 月に「絵本コーナー1周年記念」 

として、「えいごでハロウイン」や 

おはなし会、工作教室など開催 

通年、２週間交代で市内の園児の 

作品展示を開催 

毎月、おはなし会を開催 

                 えいごでハロウインの風景 

イベントなどをとおし、家

族での利用促進に努めた。 
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２生涯学習・生涯スポーツの振興 （２）生涯スポーツの振興 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①スポーツ活動の促進に向けた施設環境の充実  

  

 七尾市城山水泳プール自動審判装置一式 

 

自動審判装置スコアボード 

城山水泳プールの競泳用自

動審判時計の購入 

  

体育館の管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

七尾総合市民体育館 58,239 人 54,987 人 53,008 人 

城山体育館 12,077 人 24,892 人 19,191 人 

みなとふれあいスポｰツ

センタｰ 
21,674 人 18,119 人 16,714 人 

田鶴浜体育館 27,938 人 32,627 人 33,502 人 

中島体育館 31,592 人 30,558 人 32,279 人 
 

多くの市民に利用されてお

り、引き続き利用率の向上

に努める。今後は、合宿等

交流人口の拡大との利用の

住み分けに配慮していく必

要がある。 

  

陸上競技場の管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

城山陸上競技場 33,733 人 26,732 人 30,550 人 
 

公認陸上競技場であり、競

技レベルの向上に資してい

る。 

 

  

テニスコートの管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

小丸山テニスコート 5,300 人 6,709 人 5,921 人 

田鶴浜テニスコート 1,333 人 1,231 人 1,169 人 
 

適正な維持管理により、市

民の利用が確保されている

が、更なる利用促進に努め

る必要がある。 
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野球場の管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

七尾城山野球場 13,190 人 14,710 人 11,070 人 

中島野球場 4,031 人 2,735 人 2,687 人 

中島学童野球場 8,382 人 8,154 人 7,992 人 
 

適正な維持管理により、利

用確保が図られているが、

更なる利用促進に努める必

要がある。 

  

水泳プールの管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

城山水泳プール 3,483 人 3,953 人 3,577 人 
 

公認プールであり、競技レ

ベルの向上に資している。 

  

武道館の管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

武道館 17,138 人 18,994 人 17,124 人 

田鶴浜武道館 3,001 人 3,430 人 2,812 人 

能登島武道館立野 4,749 人 3,765 人 3,736 人 
 

適正な維持管理により市民

の利用が確保されている

が、更なる利用促進に努め

る必要がある。 

 

  

その他の体育施設の管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

愛宕山相撲場 1,277 人 810 人 500 人 

小丸山ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 2,756 人 2,490 人 2,539 人 

田鶴浜室内ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 3,812 人 4,272 人 4,270 人 

二枚田運動場 917 人 470 人 455 人 

田鶴浜多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 6,888 人 6,026 人 5,021 人 

中島集いの広場 3,018 人 3,227 人 4,456 人 
 

適正な維持管理により市民

の利用が確保されている

が、更なる利用促進に努め

る必要がある。 

 

  

海洋センターの管理運営 

利用者数の推移 

施 設 名 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

Ｂ＆Ｇ七尾海洋センター 1,977 人 1,363 人 1,600 人 

Ｂ＆Ｇななお海洋クラブの運営（会員数 ４６名） 

適正な維持管理により市民

の利用が確保されている

が、更なる利用促進に努め

る必要がある。 
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コロサスキー場の管理運営 

ゲレンデ 15,900 ㎡、ペアリフト Ｌ＝221ｍ 

指定管理者：湖畔公園コロサ管理組合 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

年間営業日数 ３６日間 １４日間 ０日間 

年間入場者数 7,864 人 902 人 0 人 
 

今年度は積雪不足で営業す

ることはできなかったが、

引き続き市内小学校スキー

実習や多くの市民に利用さ

れるよう努める。 

  

②生涯スポーツ活動の推進と競技スポーツの振興  

  

スポーツ推進委員の活動 

スポーツ基本法第３２条第２項の規定によるスポーツ推進委員の設置 

生涯スポーツの振興のための諸活動（行事等での指導・助言など） 

委員数 ２９名 

活発な活動により、生涯ス

ポーツ、ニュースポーツの

普及・定着が図られている。 

更なるスポーツの推進に向

けた積極的な取り組みが必

要である。 

  

市民スポーツ・レクリエーション祭（第１４回） 

事業主体 市民スポーツ・レクリエーション祭実行委員会 

開催期日 令和元年１０月６日（主会場：七尾市城山陸上競技場） 

大会内容 ウォーキング、体力テスト、リレーマラソンなど 

参加人数 １，２１８人  

市民スポーツの普及・定着

のきっかけづくりとしての

効果が上がってきている。 

競技、事業のマンネリ化が

みられる。 

新たな企画・取組が必要で

ある。 
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総合型地域スポーツクラブ等の運営支援 

活動内容 

ＮＡＳＰＯ 
バドミントン、バトントワーリング 
ジュニアトランポリン、３Ｂ体操など 
１９教室 

田鶴浜スポーツクラブ 
ミニバスケットボール、学童野球 
ジュニアバドミントンなど 
２３クラブ１教室 

なかじまスポーツクラブ 学童野球、ジュニアバドミントン 
ミニバスケットボールなど１３教室 

能登島少年少女スポーツクラブ

育成会 
学童野球、バレーボール、ソフトテニス 
相撲、空手の５団体 

会員数の状況 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

ＮＡＳＰＯ ２１６人 ２０５人 ２２６人 

田鶴浜スポーツクラブ ４７７人 ５３２人 ５５７人 

なかじまスポーツクラブ ３１９人 ３１７人 ３１９人 

能登島少年少女スポーツクラブ

育成会 
９３人 １００人 １３１人 

 

活動の活発化に伴い地域に

おいて市民スポーツの普

及・定着が進んでいる。更

に、幅広い年代での利用者

の増加に向けた、積極的な

取組みが必要である。 

  

その他スポーツ関係団体の運営支援 

七尾市スポーツ少年団 各種少年スポーツ大会の運営 ８６名 

七尾市学童野球連盟 
学童野球大会の運営など 

９チーム 

石川県勤労者体育協会 
勤労者を対象とした各種大会の運営など 

年間５５大会、３教室 
 

少年スポーツ及び勤労者体

育の維持・向上のため引き

続き支援を要する。 

  

七尾市体育協会の運営支援 

石川県民体育大会への選手団派遣、競技力の強化、各種大会開催など 

加盟競技団体 ３７団体 

市内競技スポーツ推進の中

核的な存在であり、更に活

動の充実を図るための支援

を要する。 

  

七尾市武道協議会の運営支援 

新春鏡開き式及び錬成初稽古の実施 

令和２年１月３日（七尾市武道館・七尾総合市民体育館） 

協議会加盟８団体、３１０名の参加 

武道競技人口の維持拡大を

図るため、引き続き支援を

要する。 

  

石川県民体育大会への選手派遣と選手強化 

第７１回石川県民体育大会（小松市ほか開催） 

５１競技中、七尾市では３５競技、７３８名の参加 

※男子総合７位、女子総合５位 

 

更なる競技レベルの向上を

図る必要がある。 
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七尾市スポーツ賞 

成績優秀者の顕彰による競技スポーツの振興(スポーツ基本法第２０条) 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

スポーツ賞 
 １３名  

  
 ２７名  

  
 ２５名  

  

スポーツ奨励賞 
３１名  
４団体  

３３名  
１０団体  

２０名  
４団体  

スポーツ功労賞 １名  １名  ４名  
 

スポーツの競技力向上に対

する関心を持たせるため、

引き続き顕彰の継続を要す

る。 

  

能登島武道館立野弓道場開設記念大会（第２３回） 

事業主体 七尾市弓道協会 

開催期日 令和元年９月８日（能登島武道館立野） 

参加者数 ４６チーム、１３５人（男子８３人、女子５２人） 

武道競技人口の維持拡大を

図るため、引き続き開催を

進める。 

  

石川県高等学校相撲七尾大会（第５９回） 

事業主体 石川県高等学校相撲七尾大会実行委員会 

開催期日 平成３１年４月２９日（愛宕山相撲場） 

参加者数 ２５０人 

競技の振興が概ね図られて

いる。 
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３歴史・文化の継承 （１）歴史・文化遺産の保全と活用 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①世界的に評価された歴史・文化遺産の保全  

  

国指定文化財の保護 

国指定文化財（３１件） 

記 

念 

物 

史跡 

七尾城跡 
能登国分寺跡 附 建物群跡 
万行遺跡 
須曽蝦夷穴古墳  

有
形
文
化
財 

絵画 絹本著色 前田利春画像 一幅 

彫刻 
木造 久麻加夫都阿良加志比古神坐像 一躯 
木造 千手観音坐像 一躯 

工芸品 刺繍 阿弥陀三尊像 一幅 

建造物 
藤津比古神社本殿附棟札 一棟・二枚 
座主家住宅 一棟 

無 形 
民俗文化財 

青柏祭の曳山行事 
気多の鵜祭の習俗 
熊甲二十日祭の枠旗行事 

（登録文化財） 懐古館ほか １７件 

・文化財パトロールの実施（年４回） 

・史跡の管理（七尾城跡ほか３件） 

・無形民俗文化財後継者育成（青柏祭でか山保存会） 

・史跡七尾城跡整備基本計画策定 

・史跡七尾城跡調度丸北側斜面災害復旧工事 

・座主家住宅保存修理事業 

 

 

 

 

 

 

(史跡七尾城跡調度丸北側斜面災害復旧工事完成写真) 

 

 

 

 

 

 

(座主家住宅保存修理工事完成写真) 

所有者や管理者（町会等）、保

存団体と連絡を密にし、適正に

管理にされていることを確認

している。 

更に、県により、定期的（年４

回）にパトロールが実施され、

文化財の実態確認も行ってい

る。 

 

七尾城跡保存活用計画に基づ

き委員会の開催や追加指定に

向けての測量など整備基本計

画の策定を進めている。 

平成 30 年 9 月に発生した集中

豪雨による七尾城跡調度丸北

側斜面大規模崩落の復旧を行

った。 

平成 30年 9月 4日夜の台風 21

号による座主家住宅等屋根の

一部のき損修理に補助した。 
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県指定文化財の保護 

県指定文化財（２６件） 

記 

念 

物 

史跡 
院内勅使塚古墳 一基 
赤蔵山 
上町マンダラ古墳群  

天然 
記念物 

飯川のヒヨドリザクラ 
伊影山神社のイチョウ 
岩屋化石層 
唐島神社社叢タブ林 

有
形
文
化
財 

絵画 
絹本著色 印鑰明神垂迹図 一幅 ほか１０

件 

彫刻 
木造 阿弥陀如来坐像 一躯 
木造 薬師如来坐像  一躯 

歴史 
資料 

伊夜比咩神社棟札 三十二枚 
 

典籍 
紙本墨書 正法眼蔵、伝光録・ 
正法眼蔵仏祖悟則 附納入箱 八十二冊・一合 
賦何船連歌 一巻 

無 形 
民俗文化財 

七尾まだら（「能登のまだら」のうち） 
能登の諏訪祭りの鎌打ち神事 
能登島向田の火祭 

・文化財パトロールの実施（年１回） 

・指定文化財（史跡、天然記念物等）周辺除草管理 

・唐島神社社叢タブ林等管理支援（塩津町会） 

・無形民俗文化財後継者育成支援（七尾まだら保存会） 

・七尾まだら総おどり交流大会事業補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（能登島向田の火祭） 

所有者や管理者（町会等）、保

存団体と連絡を密にし、適正に

管理にされていることを確認

している。 

更に、県により、定期的（年１

回）にパトロールが実施され、

文化財の実態確認も行ってい

る。 

 

七尾まだら」を市内外に広く普

及するとともに次世代に伝承

していくことを目的として七

尾まだら総おどり交流大会の

事業に補助した。 

 

  



37 
 

市指定文化財の保護 

市指定文化財（２３９件） 

・文化財パトロールの実施（年１回） 

記 

念 

物 

史跡 
高木森古墳 一基 
東嶺寺内長家墓所 
殿様道      ほか１０件 

名勝 
机島 
北国八十八ヶ所霊場 

天然 
記念物 

ケヤキ（飯川町） 
大杉（久麻加夫都阿良加志比古神社） 
小牧のスダジイ 
出村家のタブノキ ほか７件 

有
形
文
化
財 

古文書 青木家古文書 一括 ほか４１件 

絵画 
釈迦涅槃図 一幅  
三千仏画像 一幅 ほか１３件 

工芸品 西光寺梵鐘 一口 ほか２７件 

考古 
資料 

赤浦遺跡出土貝殻文土器 一口 ほか１２件 

彫刻 
木造 聖観音立像 一躯  
木造 阿弥陀如来坐像 一躯 ほか３７件 

歴史 
資料 

総社三十六歌仙額 三十六面 ほか４９件 

建造物 総社本殿 一棟 ほか１０件 

有  形 
文 化 財 

大旗    一旒  
豊田孫三家 一旒 

無   形 
民俗文化財 

ぼんぼらがい（山崎の目連尊者地獄めぐり） 
獅子舞（三引町） 
釶打のおすずみ祭り ほか１０件 

 

所有者や管理者（町会等）、保

存団体と連絡を密にし、適正に

管理にされていることを確認

している。 

更に、市により、定期的（年１

回）にパトロールが実施され、

文化財の実態確認も行ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「気多本宮中世文書」 

（能登生國玉比古神社） 

4月 22日に気多本宮中世文書

を市指定文化財に指定し、２

３９件となった。 

(能登守護畠山義綱判物) 

(能登守護吉見頼顕書下) 
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木造日蓮坐像保存修理事業 

・X 線撮影を行い、現在ある彩色層の下に何が描かれているか確認 

した。 

・蛍光 X 線撮影を行い、顔料分析を行った。 

・剥落止めを行った。 

・外れてしまっている左手首、右裳先等の部材は接着、或いは差し

込みによって落下しないような処置を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(木造日蓮坐像保存修理事業修理後写真) 

 

  

文化財保護審議会 

文化財の保存及び活用に関する重要事項の調査及び審議 

委員数 ８人、年間会議開催回数 １回  

文化財の保護行政の報告や新

指定に向けた検討を行った。 

 

  

文化財関係団体との連携の推進 

能登文化財保護連絡協議会 

能登地域の連絡提携 

（昭和３５年発足） 

現地調査、「能登の文化財」発刊など 

石川県史跡整備市町協議会 

史跡の保存整備、調査研究と事業の

推進 

県内１７市町で構成 

(公財)七尾城址文化事業団 
七尾城史資料館・懐古館の管理運営 

機関紙「七つ尾」の発刊 など 
 

各団体と連携しながら、文化財

保護の目的を達成することが

できた。 
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②歴史・文化遺産の調査、研究  
  
市内遺跡発掘調査 

開発行為等に伴う確認調査（６ヵ所） 

七尾城跡確認調査（旧道）の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七尾城跡確認調査(旧道)調査風景写真 

開発者の理解を得ながら、試掘

調査を実施し、埋蔵文化財保護

の目的を達成した。 

 

七尾城跡確認調査の一環で旧

道（大手道）の発掘調査を実施

し遺構を確認した。 

 
 
 
 
 
 

  

史跡万行遺跡の管理 

史跡万行遺跡の除草管理（万行遺跡保存会） ３回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の協力を得て、除草管理を

行っているが、今後の活用策の

検討が必要。 
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３歴史・文化の継承 （２）魅力ある歴史・文化遺産の情報発信 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

  

①歴史・文化遺産の情報発信  
  

 七尾市ホームページでの情報発信 

 （指定登録文化財、史跡七尾城跡、各種調査報告など） 

ページ閲覧数（令和元年度） 

２３，８７４回 

  

 七尾城復元 CG 動画公開 

 （戦国時代当時の七尾城の様子を CG で復元し YouTube で公開） 

 

           七尾城本丸復元 CG 

視聴回数 

（平成２６年１１月～） 

約１０４，０００回 

 

 

 

 

 

 

 

  

 史跡七尾城跡パンフレット作製 

 ４０，０００部発行 （七尾城跡本丸駐車場等で配布） 

毎年パンフレットを４万部

発行しており、問い合わせ

も多く好評を得ている。 

  

②歴史・文化を活かした交流の促進  
  
 のと里山里海ミュージアムの管理・運営 

区 分 平成 30 年度 令和元年度 

入館者 ３７，６７３人 ５４，９９３人 

公園利用者（推計） ３７，８０９人 ６８，９６１人 

 

 令和元年度 実施事業 

・のと里山里海ミュージアム企画展開催（年 4回） 

・世界農業遺産・能登里山里海写真展（4/25～5/31 6,025 人） 

・むかし遊び教室（4月～3月 67 人） 

・里山里海講座（4月～3月 306 人） 

・カブトムシふれあい体験（6/29～9/6 の土曜日 218 人） 

・第 1回里山里海フェスティバル（10/26～27 1,900 人） 

・里山里海ギャラリー（11/1～25 3,869 人） 

能登歴史公園（国分寺地区）

の指定管理及びのと里山里

海ミュージアムの管理・運

営を行っている。 

 

企画展や里山里海講座、昔

遊び教室などを定期的に開

催し、能登の里山里海の普

及活動事業に努めている。 
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・宮下英樹「センゴク」原画展（11/26～12/2 834 人） 

・七尾市・金沢星稜大学地域包括連携事業発表会（2/22 13 人） 

 

 

 

 

 

 

 

    （企画展「七尾の森」） 

 

                （第 1 回里山里海フェスティバル） 

 

  
七尾城史資料館、懐古館の管理運営 

指定管理者 公益財団法人七尾城址文化事業団 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

七尾城史資料館 ６，５６８人 ７，６７０人 ７，９０９人 

懐古館 ３，４０２人 ２，８９９人 ２，９５６人 

(※平成２０年度から冬期３か月の休館を実施) 

適正に管理・運営されてい

る。 

指定管理者である（公財）

七尾城址文化事業団と連携

しながら、入館者増の取組

みに努めている。 

  

能登国分寺公園の管理運営 

公園面積 ５３，０００㎡ 

敷地内の芝生、樹木ならびに駐車場、トイレの管理 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

能登国分寺展示館 １，２４４人 １，１７５人 ２２２人 

(※令和元年１０月から休館中。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          能登国分寺公園南門 

 

良好に管理運営できてい

る。開園後２０年以上経過

していることから南門など

の復元遺構の損傷が著し

く、対応が課題である。 
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 文化財資料整理室の管理運営 

発掘調査出土品等の資料整理と保管管理 

※平成２４年度に旧有隣保育園（寿町）に移転 

発掘調査資料等の整理は、

予定どおり実施できた。 

  

祭り会館の管理運営 

国指定無形民俗文化財「熊甲二十日祭の枠旗行事」の常設展示 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

祭り会館 ２，１９５人 １，６６６人 １，６４３人 

(※平成２０年度から冬期３か月の休館を実施) 

明治の館と連携したＰＲに

努め、入館者数増の取組み

が最重要な継続課題であ

る。 

 

  

蝦夷穴歴史センターの管理運営 

国指定史跡「須曽蝦夷穴古墳」を主とした展示施設 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

蝦夷穴歴史センター ７２４人 ５４８人 ４６人 

(※平成３０年１０月から休館中。) 

適切に施設の管理運営がで

きている。 

  

明治の館の管理運営 

市指定文化財「明治の館」の展示公開 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

明治の館 １，７５６人 １，５３９人 １，８９６人 

(※平成２０年度から冬期３か月の休館を実施) 

祭り会館と連携しながら入

館者増の取組みが必要であ

る。 

 

  

池田家の管理運営 

管理委託先 七尾市文化協会 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

年間延べ利用者数 ２，８２６人 ３，０６３人 ３，３２４人 
 

適正維持管理により、市民

利用の確保が図られてい

る。 
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３歴史・文化の継承 （３）優れた芸術・演劇文化に触れる機会の充実 

 

事務事業名及び主な活動内容 事務事業に対する評価 

①芸術・文化活動の促進  

中島文化センターの管理運営 

市民文化の振興、生涯学習の推進及び地域産業の発展 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

年間利用件数 ７５４件 ８８１件 ５３４件 

年間延べ利用者数 ４５，５７８人 ５３，３１５人 ２５，７３３人 

    ※令和元年度は「かき祭り特別イベント」は含まれていない。      

中島文化センター改修積立基金の積立 

（令和元年度末残高５，０５８千円） 

平成 23 年度から（公財）演

劇のまち振興事業団を指定

管理者とし、施設の適正な

管理と、利用者への公平な

サービスに努めている。 

  

七尾市文化協会の運営支援 

会員数 １，９５８名、８５団体 

｢文化ななお｣の発刊（第５６号～第５９号） 

第１５回七尾市民文化祭の開催（令和元年１０月１８日～１１月１０日） 

市民文化のすそのを拡大の

ため、引き続き支援を要す

る。 

  

その他文化団体の活動支援 

七尾美術作家協会 
市民の美術文化の向上と青少年育成 

総合美術展の開催 

石川県勤労者文化協会 
芸術活動を通じた勤労意欲の向上 

各種展覧会の開催など 

オーケストラ・アンサンブル

金沢七尾定期公演企画委員会 

第 18 回定期公演の実施 

七尾市文化ホール 

11 月 17 日（日） 入場者数 512 人 
 

市民文化のすそのを拡大

し、引き続き支援を要する。 

  

全能登私の主張発表大会の開催 

新しい生活文化の創造と明日の郷土づくりへの反映 

令和元年７月２８日（七尾市中島文化センター）発表者２０人 

大会は、中学生、高校生、

一般の３部門で開催され、

各々の思いが込められた発

表により、青少年や大人世

代の相互理解に役立った。 

  

スクールシアターの開催（石川県芸術鑑賞推進事業の実施） 

東湊小学校（令和元年５月２７日）２２０人参加 

児童生徒の芸術鑑賞の機会

確保が図られた。 
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②演劇文化の振興  

  

能登演劇堂の運営 

自主事業及び鑑賞者数 

「風と緑の楽都音楽祭」2019 ３００人 

「化粧二題」 １，３２１人 

「Ａ列車に乗っていこう」 ９５３人 

「風間杜夫ひとり芝居平和三部作」   ３６２人 

「ぺてん師 タルチュフ」 ４，３０７人 

市民劇団 劇団Ｎ 第２２回定期公演 
「生きてるかぎりは」 

４８８人 

「私たちは何も知らない」 ９２１人 

「東京大衆歌謡楽団コンサート」 延 期  

 

 

       無名塾公演「ペテン師 タルチュフ」 

 

貸館事業及び入場者数 

中部日本高校演劇ワークショップ １２０人 

七尾東雲高校演劇科第１０回定期公演 
「星の王子さま」 

１，０１８人 
 

県内のみならず、県外から

も多くの来場者があった

が、年度後半には新型コロ

ナウイルスの流行により、

延期・中止となった公演も

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２０１９能登演劇堂ワークショップ 

   実施日 令和元年８月１７日～２０日 

   参加者 愛知・岐阜・三重・福井・石川・富山 

   中部日本高等学校演劇連盟に加盟する生徒 

高等学校演劇部の部活動に

おける、演劇表現の向上に

寄与することができた。 
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  まちなか公演 

   実施日 令和２年３月１５日 

   場 所 能登演劇堂 

   ※新型コロナウイルスの流行により中止 

新型コロナウイルスの流行

により中止となった。 

  

  アウトリーチ事業（ワークショップ） 

   令和元年１２月２０日 山王小学校  ６年生６０人 

   令和２年 １月１０日 朝日小学校  ３年生３２人 

        １月２２日 中島小学校  ３年生２７人 

        １月３０日 能登島小学校 ３年生１５人 

演劇文化の普及を図ること

を目的に実施。 

表現活動の楽しさを伝え

た。 

  
③美術館等文化施設の機能充実  

  

七尾美術館の管理 

指定管理者 公益財団法人七尾美術財団 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

展覧会開催日数 ２８６日 ２８６日 ２８７日 

延べ観覧者数 ２４，９０９人       ２９，５２６人       ２１，９３７人       

市民ｷﾞｬﾗﾘｰ貸館利用 ３，１７５人 ２，９９６人 ２，４３７人 

七尾市美術展覧会 １，３９６人 １，６６０人 １，３４１人 

アートホール貸館利用 ７，０５８人 ６，１５９人 ５，５７４人 

※延べ観覧者数には、市民ギャラリー貸館、七尾市美術展覧会を含む 

美術館主催の展覧会事業の

他、市民ギャラリーやアー

トホールの貸館事業を実施

し、多くの市民等に美術館

施設を活用していただくこ

とができた。 

 

アートホールは、音楽や芸

能関係の他、医療関係の講

演や各種研究発表等で利用

されている。 
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七尾美術館の運営 

主な企画展及び入館者数 

長谷川等伯展 

 ～屏風・襖－大画面作品を中心に～ 
４，４３５人 

第７５回現代美術展七尾展 １，７７７人 

大正ロマンとモダンデザイン 

～大正イマジュリィの世界～ 
２，７８４人 

・茶道具とりどり 

・名品がかたる－能登の美術 
１，０６３人 

２０１９イタリア・ボローニャ国際絵本原画展 ４，６４４人 

東京国立近代美術館工芸館移転連携事業 

 人間国宝を中心に・陶磁器の美と技 
２，００８人 

 

 
（大正ロマンとモダンデザイン） 

長谷川等伯展は毎年開催

し、市内外から好評を得て

いる展覧会である。限られ

た文化財を毎年借用するこ

とは難しく、継続展として

今後、どのような切り口で

等伯を紹介していくか課題

である。 

 

ボローニャ展、現代美術展

の継続開催に加え、地元芸

術家を広く県民、市民に紹

介することで、美術への意

識を高め、また、文化意識

の醸成に努めた。また、幅

広い年齢層に向けた企画展

を開催し、芸術文化の普及

に努めた。 

  

教育普及活動実績 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

学芸員による一般団体解説 １，７１０人 １，５６２人 １，０２６人 

学校団体鑑賞 １，１５０人 ６０５人 ８１２人 

等伯子どもなんでもクイズ ４３９人 ６０人 ９７人 

絵本づくりワークショップ １３５人 １９７人 １８３人 

お話劇場・紙芝居劇場 １８２人 ２２２人 ２２４人 

映画上映会 ６３６人 ８３４人 ８６９人 

展覧会関連イベント ３７０人 ４９人 ８８人 
 

児童生徒や団体に展示室で

解説することにより来館者

の美術への関心と興味を深

め、満足度を上げることが

できた。 

 

ワークショップでは、子ど

もたちのみならず親子で楽

しく鑑賞できることを目的

とした内容で実施すること

により、芸術を身近に感じ、

美術館への来館に繋がるよ

う努めている。 
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講演会等 

区 分 平成 29 年度 平成 29 年度 令和元年度 

特別講演会 長谷川等伯展 ８５人 １０３人 ８７人 

ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸ、列品解説など ２４０人 ２８５人 ２７６人 
 

等伯展講演会には、毎年著

名な研究者を招聘し、学術

的にも貴重な機会として継

続開催することで出生地と

しての文化意識の向上に努

めている。 

 

企画展の内容に応じて学芸

員による列品解説の時間を

設けることで、より美術作

品への理解と関心を深める

ことに努めた。 

  

七尾美術館美術品収集事業 

購入 なし、寄附 １点 

美術品収集積立基金の積立（令和元年度末残高 ３３６千円） 

重要無形文化財保持者（人

間国宝）から貴重な作品の

寄附があった。今後も引き

続き、事業を進める。 

  

七尾市美術展覧会の開催支援 

事業主体 七尾美術作家協会 

事業内容 一般の部：日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真 

高校生の部：絵画、書、写真、工・彫刻 

幼児・小学生・中学生の部：絵画、習字、写真、工作 

開催期日 令和元年１０月２５日～１０月２８日（石川県七尾美術館） 

市民作家の力の向上が図ら

れ、年々出品数が増加して

きている。 

幅広い年齢層の美術への興

味関心を深める機会となっ

ている。 

  

その他の事業 

 学校との連携事業 

・中学生わくワーク就業体験受入 

    実施期間：令和元年６月２６日～６月２７日 

    受入対象：七尾中学校２年生２人受入指導 

    

    実施期間：令和元年７月２３日～７月２５日 

    受入対象：七尾東部中学校２年生４人受入指導 

 

・高校生インターンシップ受入 

    実施期間：令和元年８月５日～８月７日 

    受入対象：七尾高等学校２年生４人受入指導 

 

・学校団体鑑賞の受け入れ 

    受入件数：４４団体、１，２３３人(引率者を含む) 

中高生は就業体験を通し、

職場としての美術館を体験

することで、将来の職業選

択はもとより、芸術・文化

への興味関心を深めること

に繋がった。 
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能登島ガラス美術館の管理 

指定管理者 公益財団法人 七尾美術財団 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

展覧会開催日数 ３３２日 ３３０日 ３２２日 

延べ観覧者数 ３４，９１６人 ３７，８９０人 ３４，５３５人 
 

 

ガラス芸術普及の拠点とし

て、また交流人口拡大の拠

点として、利用者の増加を

目指した。 

  

能登島ガラス美術館の運営 

主な企画展及び入館者数 

日本のガラス展 Glass’18 in Japan １０，３０２人 

田嶋悦子 花咲きぬ １１，９６６人 

藤田喬平 創作の軌跡 ６，２１２人 

国際ガラス展・金沢 2019 in 能登島 ３，５４８人 
 

企画展では、多くの来場者

から好評を得た。今後も親

しみやすい内容の展覧会を

行う。 

 

（日本のガラス展） 

 

  

教育普及活動実績 

区 分 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

一般団体解説 ７９０人 １，０４３人 ９７２人 

学校団体鑑賞 ５４１人 ４６６人 ５８９人 

展覧会に関連した特別企画 ８２３人 ６９０人 ７８４人 

七尾市民無料デー ４６人 ７０人 ９７人 

ガラ美感謝祭 ６４１ ６８９人 ５６３人 

ワークショップ ４９１人 ６８８人 ３５１人 

市内文化イベント出張ワークショップ ２８人 ３６人 ４８人 
 

ガラス芸術ならびに美術に

対する市民の関心を高める

ための事業を開催し、参加

者の増加を目指した。 

  

能登島ガラス美術館美術品収集事業 

購入 ６点、寄附 １１点 

国際ガラス展・金沢 2019
出品作品の中から、受賞作

品を中心にガラス美術館の

展示にふさわしい作品６点

を購入した。 
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・学校団体鑑賞の受入れ 
    受入れ数：１７団体、５８９人（引率者を含む） 
          

・職場体験学習の受入れ 
※令和元年度 受入れなし 

 
・地域活動への協力 

内 容：「能登島ふれあいまつり出張ワークショップ」 
    ビーズアクセサリー作り 

    日 程：令和元年１１月４日 参加人数 ４８人 
場 所：能登島地区コミュニティセンター前 

子どもたちが豊かな表現能

力を身につけ、将来を担う

人材を育成するため、今後

も学校との連携事業を行う

必要がある。 

  

七尾市能登島カルチャーパークの管理 

指定管理者 公益財団法人七尾美術財団 
屋外ガラス作品の管理 
敷地内の芝生、樹木ならびに駐車場、道路の管理 

イノシシにより公園全体の

芝生を荒らされたが、開か

れた憩いの場を提供する美

術館として、今後も継続し

てパーク管理を行う必要が

ある。 
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Ⅳ 第２次七尾市総合計画に掲げている数値目標 

 

１ 次代を担う輝く子どもたちを総ぐるみで育むまち 

  学校教育において、発達段階に応じた確かな学力が定着できているかという観点から、下記を目標

指標に設定しています。 

目標指標名 平成 30 年度 令和元年度 
基準値 

(平成 29 年度) 

目標値 

(令和 10 年度） 

基礎学力調査等で市平均

が県平均を上回る教科数 

１４教科 

（１５教科中） 

８教科 

（１１教科中） 

１４教科 

（１５教科中） 

１１教科 

（１１教科中） 

 

 

 

２ 恵まれた自然環境や輝かしい歴史・文化を守り伝えるまち 

  固有の歴史・文化遺産の保全と活用を図ることができているかという観点から、下記を目標指標に

設定しています。 

目標指標名 平成 30 年度 令和元年度 
基準値 

(平成 29 年度) 

目標値 

(令和 10 年度） 

七尾城跡の国指定史跡 

面積 
２６．６ｈａ ２７．７ｈａ ２６．６ｈａ ４０．０ｈａ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

〒926-8611 石川県七尾市袖ケ江町イ部２５番地 

七尾市教育委員会事務局 教育総務課 

TEL 0767-53-8434 FAX 0767-52-5194 
E－mail kyouiku-soumu＠city.nanao.lg.jp 


